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【令和2年4月1日】愛知県「電子＠連絡帳」広域連携協定への参加市町村 資料４－１

2

「電子＠連絡帳」広域連携システムの利⽤に関して

＜協定参加予定市町＞※締結時期︓令和３年２月１日
・稲沢市
・安城市
・常滑市、東海市、⼤府市、知多市、阿久⽐町、東浦町、南知多町、

美浜町、武豊町

35市町村

46市町村
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愛知県「電子＠連絡帳」広域連携への参加メリット

１.⻄三河以外の地域との広域連携
・⻄三河のみでなく、県内全ての地域との連携が可能になります。

広域連携地域

２.県内⼩児医療拠点との連携
・愛知県内の⼩児医療拠点と地域の「かかりつけ医」「訪問看護師」等との連携が可能に

なり在宅療育の継続を⽀援します。

３.災害時の各地域間の情報連携
・災害発生時に愛知県内各地域との情報連携が可能となります。
・将来的に他地域へ住⺠が避難した場合、被災地域の許可のもと避難地域でも被災地域

の患者情報（特に既往歴や在宅療養の情報）開発を予定しています。

安城市
被災

⼩児医療拠点病院 安城市
在宅療育

検査入院

広域連携
地域

情報連携

安城市 情報連携

「サルビー⾒守りネット」広域連携の締結メリット
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１.システムが遅くならないか
�県内自治体と連携することにより、システムの動作に影響は

ありません。
先⾏連携自治体に確認済みです。

「サルビー⾒守りネット」広域連携の締結デメリット

２．利⽤規約に変更が必要か
●利⽤規約の変更は必要ありません。広域連携協定書には
「利⽤する地域のネットワークの利⽤規定を順守
しなければならない」旨記載があります。
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【愛知県】在宅医療介護連携システム「電子＠連絡帳」に関する広域連携協定書（2020/04/01）

写


